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施政方針議案質疑

３月定例会
２月21日～３月17日

主
な
議
案
審
議

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

意
思
能
力
の
あ
る
成
年
後
見

人
制
度
利
用
者
の
印
鑑
登
録

を
可
能
と
す
る
も
の

Ｑ
　
成
年
被
後
見
人
本
人
の
意

思
能
力
の
有
無
を
ど
の
よ
う
に

判
断
す
る
の
か
。

Ａ
　
法
定
代
理
人
の
成
年
後
見

人
が
同
行
し
、本
人
に
よ
る
印

鑑
登
録
申
請
が
あ
れ
ば
、意
思

能
力
を
有
す
る
者
と
判
断
し
、

印
鑑
登
録
申
請
が
で
き
る
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
予
算
」や「

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
予
算
」や「
市
営
住
宅

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
、

」な
ど
、

2929
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
・

可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
提
出
議
案「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
緊
急
対
策
を
求
め

可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
提
出
議
案「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
緊
急
対
策
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
促
進

や
入
居
決
定
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、入
居
資
格
や
入
居

手
続
き
を
見
直
す
も
の

Ｑ
　
市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
促

進
が
必
要
な
理
由
は
。

Ａ
　
空
室
の
増
加
、ま
た
、入
居

者
の
高
齢
化
な
ど
、団
地
内
で

世
帯
の
偏
り
が
生
じ
て
い
る
た

め
、市
内
在
勤
者
を
入
居
対
象

と
し
て
、若
い
世
代
の
入
居
を

促
し
、団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
を
図
る
も
の
。

Ｑ
　
入
居
決
定
者
の
負
担
軽
減

の
内
容
は
。

Ａ
　
連
帯
保
証
人
を
2
人
か
ら

1
人
に
す
る
こ
と
で
、入
居
時

の
連
帯
保
証
人
を
探
す
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
。

◆ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

学
童
保
育
室
の
放
課
後
児
童

支
援
員
の
人
員
の
確
保
を
図

る
も
の

Ｑ
　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
要
件
と
し
て
の
経
過
措
置
期

間
を
5
年
間
延
長
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、人
員
の
確
保
は
図
れ

る
の
か
。

Ａ
　
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し

て
従
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
延
長
で
、人
員
の
確
保
は

図
り
や
す
く
な
る
と
考
え
て
お

　
新
し
い
時
代
へ
、令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

　
新
し
い
時
代
へ
、令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

　
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

　
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

市営住宅鵜ノ木団地市営住宅鵜ノ木団地

（ 5 ）

施政方針議案質疑

り
、5
年
間
で
20
名
程
度
確
保

し
た
い
。

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
８

号
）

Ｑ
　
新
た
な
歳
入
と
な
る
森
林

環
境
譲
与
税
は
、ど
の
よ
う
な

目
的
で
使
用
す
る
の
か
。

Ａ
　
平
地
林
の
整
備
を
想
定
し

て
お
り
、令
和
２
年
度
中
に
整

備
保
全
に
関
す
る
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

歳
入
歳
出

　
４
８
２
億
２
０
０
万
円

歳
入

Ｑ
　
法
人
市
民
税
が
11
億
３
千

60
万
円
で
、５
億
４
千
９
８
０
万

円
の
減
額
、前
年
度
比
67
・
３
％

と
な
っ
た
要
因
は
。

Ａ
　
中
国
経
済
の
後
退
に
よ
る

影
響
と
法
人
市
民
税
の
一
部
を

国
税
化
す
る
法
人
税
割
税
率
の

引
下
げ
を
見
込
ん
だ
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

歳
出

Ｑ
　
若
い
世
代
の
住
宅
取
得
の

支
援
補
助
制
度
の
内
容
は
。

Ａ
　
市
内
で
住
宅
を
新
築
又

は
、新
築
住
宅
を
購
入
し
た
40

歳
未
満
の
世
帯
に
、固
定
資
産

税
３
年
分
相
当
額
を
補
助
す
る

も
の
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に

対
す
る
安
全
運
転
支
援
装
置
設

置
の
補
助
、ま
た
、運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
に
対
す
る
支
援
事

業
の
内
容
は
。

Ａ
　
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

の
防
止
、被
害
軽
減
の
た
め
、市

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、安
全
運
転

支
援
装
置
の
設
置
費
用
の
２
分

の
１
、最
大
２
万
５
千
円
を
補

助
す
る
も
の
。

　
ま
た
、運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
70
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

で
、公
安
委
員
会
発
行
の
運
転

経
歴
証
明
書
を
所
有
す
る
方
を

対
象
に
、交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

へ
の
入
金
、購
入
に
対
し
、１
人

1
回
、最
大
1
万
２
千
円
を
助

費
全
体
で
９
億
７
千
１
７
４
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

Ｑ
　
サ
ピ
オ
稲
荷
山
に
関
し
て

民
間
事
業
者
選
定
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
こ
の
内
容
は
。

Ａ
　
サ
ピ
オ
稲
荷
山
に
つ
い
て

は
、民
間
事
業
者
が
既
存
施
設

を
改
修
し
た
後
、そ
の
施
設
の

管
理
運
営
を
行
う
方
式
を
検
討

し
て
お
り
、こ
の
方
式
の
導
入

に
向
け
た
助
言
・
指
導
を
も
ら

う
も
の
。

成
す
る
も
の
。

Ｑ
　
税
収
納
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
内
容
は
。

Ａ
　
市
税
の
新
た
な
納
付
手
段

と
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
た
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
の
導
入

を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り

納
付
さ
れ
る
市
税
の
収
納
情
報

を
現
行
の
税
基
幹
シ
ス
テ
ム
に

反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

Ｑ
　
民
生
費
が
前
年
度
よ
り
増

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
　
福
祉
こ
ど
も
部
に
係
る
増

額
と
し
て
は
、障
害
者
の
自
立

支
援
に
関
す
る
費
用
や
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
給
付
費
の
増

額
、子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整

備
の
た
め
に
旧
入
間
中
学
校
の

解
体
工
事
に
要
す
る
費
用
に
よ

る
も
の
。

　
長
寿
健
康
部
に
係
る
増
額
と

し
て
は
、介
護
保
険
給
付
費
の

増
額
に
伴
い
介
護
保
険
特
別
会

計
へ
の
操
出
金
を
増
額
し
た
こ

と
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
の
増
加
に
伴
う
療
養

給
付
費
負
担
金
等
が
増
額
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、民
生

Ｑ
　
旧
東
中
学
校
の
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
、事
業
者
の
公

募
に
当
た
り
、市
は
ど
の
よ
う

な
方
針
で
臨
む
の
か
。

Ａ
　
市
の
考
え
方
は
、企
業
立

地
の
促
進
を
通
じ
、産
業
の
振

興
に
資
す
る
利
活
用
を
図
る
と

と
も
に
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え

た
利
活
用
と
災
害
時
の
緊
急
避

緊
急
質
問

　
高
橋
議
員
と
大
沢
議
員
か

ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
緊

急
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。詳

し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録（
５
月
下
旬
公
開
予

定
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
確
保

す
る
利
活
用
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

Ｑ
　
狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
進

捗
状
況
と
令
和
２
年
度
の
取
り

組
み
は
。

Ａ
　
平
成
29
年
度
か
ら
用
地
取

得
に
着
手
し
、2
年
度
は
、約
4
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
取
得
を

見
込
み
、道
路
用
地
の
約
6
割
、

約
8
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地

取
得
が
完
了
す
る
見
込
み
。

議
員
提
出
議
案

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
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